
 

令和８年７月定例会　滑川市教育委員会会議録 

 

　１　開 催 日 時　　令和８年７月21日(火) 午前10時00分～ 

　２　開 催 場 所　　本館３階 第１委員会室 

　３　委 員 の 定 数　　５名 

　４　委員の現在数　　５名 

　５　出席委員等氏名　　金谷潤子　平田均　水口明博　山口一太郎　上田良美 

　６　欠席委員等氏名　　なし 

　７　説明のため出席　　事務局長　　　　　　　　　　高倉晋二 

した者の職氏名　　教育総務課長　　　　　　　　石倉博美 

　　　　　　　　　　　　子育て応援課長　　　　　　　木田　猛 

　　　　　　　　　　　　生涯学習・スポーツ課主幹　　黒田聡彦 

　　　　　　　　　　　　教育センター所長　　　　　　植野理恵 

　　　　　　　　　　　　教育総務課長補佐　　　　　　鏑木知子 

教育総務課長補佐　　　　　　麻柄浩太 

 

　８　会議に付した事項 

　　　日程第１　前回会議録の承認について 

 

　　　日程第２　教育長の報告 

 

　　　日程第３　議決事項 

　　　　・議案第14号　令和９年度使用教科用図書の採択について 

　　　　・議案第15号　令和９年度特別支援学級使用教科用図書の採択について 

　　　　・議案第16号　滑川市総合体育センター条例施行規則の一部を改正する規則の 

制定について 

 

　　　日程第４　協議事項 

　　　　・令和８年度　教育委員会の事務の点検及び評価（案）について 

 

　　　日程第５　報告事項 

　　　　・指定学校の変更、区域外就学について 

 

　　　日程第６　その他 

　　　　・各課より 

　　　　・８月の行事予定 

 

 



 

９　会議の要旨 
 

上田教育長 

 

上田教育長 

 

 

麻柄課長補佐 

 

 

 

上田教育長 

 

 

 

 

上田教育長 

 

 

 

 

上田教育長 

 

水口委員 

 

 

高倉局長 

 

 

上田教育長 

 

石倉課長 

 

上田教育長 

 

 

それでは、ただいまから７月定例会を開会する。 

 

日程第１　前回会議録の承認について、事前に会議録を送付しているが、これ

についてご意見、ご質疑等はないか。 

 

金谷委員から会議録の修正の申し出があったので、報告する。 

 

（内容について説明） 

 

ただいま指摘のあった箇所を訂正することとし、前回会議録は承認されたもの

として異議はないか。 

 

（異議なし） 

 

異議がないので、前回会議録は承認されたものとする。 

続いて、日程第２　教育長の報告をする。 

 

（業務経過等について資料に基づき報告） 

 

ただいまの教育長報告について、ご意見、ご質疑等はないか。 

 

水橋学園の視察に行ったということだが、私自身も見てみたいという思いがあ

る。 

 

パンフレットなどいただいた資料や撮影した写真があるため、今後共有させて

いただく。 

 

続いて、日程第３　議決事項について説明願う。 

 

【議案第14号　令和９年度使用教科用図書の採択について の説明】 

 

議決事項であるので、事務局の原案についてお諮りする。議案第14号について

承認することに異議はないか。 

 



 

 
 

 

上田教育長 

 

 

石倉課長 

 

 

上田教育長 

 

 

 

 

上田教育長 

 

 

黒田主幹 

 

 

上田教育長 

 

 

 

 

上田教育長 

 

 

麻柄課長補佐 

 

上田教育長 

 

水口委員 

 

麻柄課長補佐 

 

（なし） 

 

賛成全員で議案第14号は原案のとおり承認された。 

では、次の議案について説明願う。 

 

【議案第15号　令和９年度特別支援学級使用教科用図書の採択について の説

明】 

 

議決事項であるので、事務局の原案についてお諮りする。議案第15号について

承認することに異議はないか。 

 

（なし） 

 

賛成全員で議案第15号は原案のとおり承認された。 

では、次の議案について説明願う。 

 

【議案第16号　滑川市総合体育センター条例施行規則の一部を改正する規則の 

制定について の説明】 

 

議決事項であるので、事務局の原案についてお諮りする。議案第16号について

承認することに異議はないか。 

 

（なし） 

 

賛成全員で議案第16号は原案のとおり承認された。 

続いて、日程第４　協議事項に移る。 

 

（令和８年度　教育委員会の事務の点検及び評価（案）について） 

 

ただいまの説明について、ご意見、ご質疑等はないか。 

 

「見直し」となっているものについては、具体的な案が出ているのか。 

 

具体的には来年度の予算要求等に向けて検討していくものであり、既に方向性

をある程度持っているものもあるが、事業によって状況はさまざまである。 
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麻柄課長補佐 
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黒田主幹 

 

 

 

水口委員 

 

 

黒田主幹 

 

 

水口委員 

 

 

 

 

 

昨年までは評価の基準が示されていた。今回は様式が見直され、「今後の方向

性」となったが、評価の基準は示されるのか。 

 

基本的には行政評価のＡ～Ｄの評価基準を踏襲しており、昨年度のＡ「計画通

りに事業を進めることが適当」は今回の「継続」、Ｂ「事業の進め方の改善の

検討」は「進め方の見直し検討」となっている。一方Ｃ「事業規模・内容・主

体の見直しの検討」は「事業主体の見直し」も含んでいるため、今回の「取組

内容の見直し検討」と少し異なっている。Ｄ「事業の統合・休廃止の検討」も

今回の「事業の統合・廃止等検討」と同様である。 

今年度から行政評価の評価方法に変更があり、指標の達成状況によって総合評

価が自動判定されるようになったが、指標の達成状況によってＣ・Ｄ評価とな

るような事業であっても、事業の進め方等を見直しながら取り組みを継続すべ

きものもあるため、基準も含めて今回見直しを行ったところである。 

 

「トップアスリート育成費」の内容を見ると、「市スポーツ協会と連携しなが

ら小学校から一般まで～」という記載があるが、この事業はスポーツの普及・

児童生徒の育成をねらいとするものなのか、それとも少人数にしぼってトップ

アスリートの強化を図るものなのかが気になっている。 

 

例えば強化指定選手を指定し、その選手を強化していくというよりは、ジュニ

ア層からスポーツに親しむ中でアスリートの育成につなげていくことを目的と

している。 

 

トップアスリートを育てるというよりは、トップアスリートを呼んで育成する

ということなのか。 

 

トップアスリートが輩出されるように、ジュニアの育成を行うという事業であ

るが、事業名が若干内容に合っていない部分があるかもしれない。 

 

「育成」と「強化」は同時に進行していくべきものだが、相反する面もあり、

「強化」のために行き過ぎた指導が行われるなど、指導者の間で問題となって

いる部分もある。児童生徒へのスポーツの普及のための予算であると思うの

で、ねらいが分かるような事業名にした方がよいと感じた。 
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麻柄課長補佐 

 

 

平田委員 

 

麻柄課長補佐 

そういった事業名の変更も含め、教育委員の皆さまの立場・目線で意見をいた

だけるとありがたい。 

 

続いて、日程第５　報告事項に移る。 

 

（指定学校の変更、区域外就学について） 

 

ただいまの説明について、ご意見、ご質疑等はないか。 

 

（なし） 

 

それでは、日程第６　その他について説明願う。 

 

（学校行事一覧について） 

（滑川のネブタ流しについて） 

（第25回ふれあいのバスについて） 

（なめりかわ未来学校サマースクール・特別企画） 

（第29回滑川ほたるいかマラソンについて） 

（ウエイトリフティング交流大会・選手権大会について） 

 

例年８月に実施されている「ふるさと市民大学」は今年はないのか。 

 

ふるさと市民大学は例年お盆の時期に開催していたが、今年度はお盆にこだわ

らず、講師の都合も聞きながら検討しようということで、11月ごろに開催を予

定している。 

 

市ＨＰで６月まで「（仮称）子どもの学びのあり方検討委員会」の委員を募集

していたが、委員は決まったのか。また、委員会名はどのようになったのか。 

 

委員については公募の２名も含めて決定しており、８月の行事予定に記載のと

おり「子どもの学びのあり方検討委員会」として開催することとしている。 

 

こちらの目的をあらためて確認させてもらっても良いか。 

 

先ほど水橋学園の話もあったが、児童生徒数の減少や施設の老朽化などの現状
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上田教育長 
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だけを捉えると、学校の統廃合という話になりがちだが、統廃合ありきではな

く、市内の児童生徒の学びや豊かな育ちを支えていくためには、どういった学

びのあり方が望ましいのかをまず議論する必要があるという話になり、それに

ついて今年度１年間かけて話し合っていこうという形となった。 

 

３月市議会定例会で「小中学校のあり方検討委員会」と言われたのはこれのこ

とか。 

 

そのとおりである。議会答弁の際は「小中学校のあり方検討委員会」という名

称で話をしていたが、最終的にはこのような名称となった。開催回数について

も予算では年４回程度としていたが、今後細部を詰めていく中で確定していく

ものである。 

 

確か統廃合の話題が出ればそれについて話し合うという説明であったが、統廃

合にこだわるのではなく、幅広く皆さんから意見をいただき、最終的には議事

録を公開するということか。 

 

そのとおりである。 

繰り返しになるが、統廃合ありきではなく、滑川市の教育全体のあり方をまず

はこの委員会で議論をする。その先に見えてくることもあるかもしれないが、

まずは教育のあり方を議論していくということである。 

 

「学びのあり方」といったときに、例えば東加積小学校は小規模特認校となっ

ており、異なる校区の児童も在籍しているが、子どもたち自身が児童数をどう

感じているのか、少ないから他の学校に行けば良いと感じているのかどうかな

ど、子どもたち自身の意見も聞きたいと思っている。 

また、学習指導要領の話もあったが、ＡＩなどが使われるようになり子どもた

ちの学びも確実に変わってきているが、滑川の教育は時代に沿った教育になっ

ているのか。こういったことを子どもたちの意見・有識者の意見を聞き、調

査・研究も行いながら考えていきたい。 

 

最後に８月の行事予定について説明願う。 

 

（８月行事予定について説明） 

（次回の定例会の開催を８月27日（木）10時30分ごろ（教育委員会の事務の点



 

 
 

 

上田教育長 

検及び評価に関する評価委員会終了後）に決定） 

 

以上で本日の日程は全て終了した。これで教育委員会７月定例会を閉会する。 


